
Learning at CRT-Japan Newsletter

経済人コー円卓会議日本委員会 (CRT-Japan) は、このたび、CSR をより実践的に学びたい社会
人や、学生の方々を対象に、CSR 教育プログラム「企業の社会的責任実践コース」を開始しま
した。CRT-Japan は、この教育プログラムの内容や意義、受講者の声などを皆さまにお伝えす
るために、"Learning at CRT-Japan Newsletter" を発行することとしました。今後このニュース
レターは、年 5-6 回ぐらいのペースで発行していく予定です。
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講師インタビュー 受講者インタビュー
石田寛　講師
CRT-Japan 専務理事兼事務局長
関西学院大学大学院准教授

なぜ CSR 教育プログラムを
立ち上げたのですか？

CSR は、社会人になるための必須
アイテムです。これを本当に知ら
ないでビジネスをしていくと自分
が気づかないうちに企業不祥事に
巻き込まれ、破滅の道を歩むこと
になりかねません。これを防御す
る術を伝授したいと思ってこのプ
ログラムを立ち上げました。

一人ひとりへのメッセージ 

CSR は企業という組織が行動する
のではなく、企業で働いている社
員が道義的責任の意志を持って活
動することが大切です。つまり、
モラルセンスを持ち続ける人間に
なってほしいですね！

野田清穂　受講者（学生）

なぜ今回コースを受けまし
たか？

元来「営利活動」を行うという性
格をもつ「企業」において、その「社
会的責任」はどのように理解され
展開されているのかということに
関心がありました。また、広く企
業と NGO などの非営利団体との
協働の可能性を探りたいと思った
こともこのコースを受講した理由
の一つです。

コースでどのようなことを
期待していましたか？

まずは「企業の社会的責任（CSR）」
について、その歴史・概念だけで
なく実例も踏まえて全体的に知る
こと。そして、一方的に講義を聴
くのではなく、自分自身で考え、
他者と意見交換をし、CSR に関す
る自分なりの「視点」を形成す
る場となることを期待していまし
た。

コースを受けて何か変化は
ありましたか？

企業活動の本質を押さえたうえ
で、そこに「企業の社会的責任

（CSR）」をどのように取り込んで
いくか、現実から遊離した理想論
ではなく CSR を現実のものとす
るための視点を得られたと思いま
す。また、自分自身のあり方につ
いても様々な気付きを与えられま
した。

これからコースを受ける人
に対して何かメッセージを
お願いいたします。

CRT の「企業の社会的責任（CSR）
実践コース」はかなりやり応えが
ありますが、終わる頃には「企業
の社会的責任（CSR）」について
の知識だけでなく、「自分自身の
あり方」についても新たな発見を
得られたことに気付かされます。
綿密に構成されたこのコースを受
講したことは確実に自分自身の糧
になると思います。

文責・編集　CRT-Japan 島田

企業の社会的責任（CSR）実践コース開始

セッション I
　ユニット１　イントロダクション	
　ユニット２　あなたの国や地域における CSR について	
セッション II
　ユニット３　企業不祥事の特徴について	
　ユニット４　世界の企業の行動指針やガイドラインについて
セッション III
　ユニット５　利益を持続するための条件とは何か？	
　ユニット６　企業の CSR の取り組み事例紹介	  
セッション IV
　ユニット７　ステークホルダー別ワークショップ	
　ユニット８　CSR イノベーションの紹介

CSR 実践コースとは
このコースは、４セッションの８ユニットで構
成されています。各セッションでは、ビデオを
中心とした講義と参加者のディスカッション
を通して、CSR に関するさまざまな項目につい
て気付きや理解を深めていただきます。計８ユ
ニット終了後、受講者には、各ユニットを通し
て得たそれぞれの考えや意見をもとに、レポー
トを提出していただきます。


